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コイル径の大きい１．５Ｌのペットボトルでつくった高感度ゲルマラジオと、Ｑが高くなった分、選択

度の向上も図られ、ラジオとしての性能が上がったか？ また、高感度とホットスポットの条件から

ゲルマ以外の半導体素子で検波が出来るかを試してみました。 

 

１． 実験日と場所 

１．５Ｌのペットボトルゲルマラジオを作ってから、いてもたってもいられず早く確認したいという想

いから、製作から６日目の平成２７年６月２６日（金）に仕事を午前中で切り上げ、午後休みとし、

中野新井交差点内歩道（交通信号柱）に出かけました。小雨が降ってきたのでやむを得ず１３時

から約３０分で切り上げざるを得なくなりました。 

前回同場所で、受信をしていた時に、信号待ちの複数名から怪しげな視線を感じていたので、今

回は中野駅南口の交番に「新井交差点内の歩道でゲルマラジオの受信実験をする。」旨を告げま

した。警察官からは「新井交差点は歩道の幅（逃）も十分あるので問題ありません。」との返事でし

た。 

 

２． 選択度 

探検隊プリセット方式ラジオと、５００ｃｃのペットボトルラジオ、今回製作した１．５Ｌペットボトルラジ

オの３台（写真１）で感度と選択度比較を行いました。特に受信が厳しいニッポン放送とラジオ日

本は５００ｃｃのペットボトルをでは聞こえているようだが正確に判断できませんが、１．５Ｌペットボ

トルラジオでは確実に受信できました。感度・選択度比較は（表１）参照。 

 

左から、探検隊プリセットラジオ、５００ｃｃペットボトルラジオ、１．５Ｌペットボトルラジオ （写真１） 



 

 

３． 各種半導体素子による検波実験 

中野ホットスポットエリア（-10～-20dbm 想定）ではゲルマダイオード以外、シリコンダイオードやＬ

ＥＤ、トランジスタ、フォトトランジスタ、特定のＴＴＬ－ＩＣでも検波できることが分かりました。 

テストした半導体素子と５段階の感覚的評価は（表２）の通り。 

  

写真左は２ＳＡ５２５、右は２ＳＢ１７１での検波実験の様子 

 

＜印象注釈＞ 

① １Ｎ６０と１Ｓ３４は同等。当然といえば当然だが今回の中で一番ゲルマラジオに適する。 

② １Ｓ１５８８と１ＳＳ２７０Ａは同等で後日-30dbmのレベルでも受信できることが分かった。チュ

ウニングはかなりクリチカルな感じになるが、これは感度が低いからかも知れない。音質等の

忠実度としてはかなり硬い音域の印象。 

放送局 所在地 周波数 出力 探検隊
プリセット方式

500cc
ペットボトル
ラジオ

１．５Ｌ
ペットボトル
ラジオ

ＮＨＫ第１ ５９４ＫＨｚ ３００ＫＷ ◎ ◎ ◎

ＮＨＫ第２ ６８３ＫＨｚ ５００ＫＷ ◎ ◎ ◎

ＡＦＮ 埼玉県和光市 ８１０ＫＨｚ ５０ＫＷ ◎ ◎ ◎

ＴＢＳラジオ 埼玉県戸田市 ９５４ＫＨｚ １００ＫＷ ◎ ◎ ◎

文化放送 埼玉県川口市 １１３４ＫＨｚ １００ＫＷ ○ ◎ ◎

ニッポン放送 千葉県木更津市 １２４２ＫＨｚ １００ＫＷ △※１ ○※２

ラジオ日本 神奈川県川崎市 １４２０ＫＨｚ ５０ＫＷ △※１ ○※２

埼玉県久喜市

新井交差点での交通信号電柱別の感度・選択度の感覚的受信評価　（表１）

△※１ 聞こえているようだが、選択度が悪いため、他局がかぶって正確に判断できず。
○※２ 放送が独立して聞こえた。

携帯ラジオでニッポン放送、ラジオ日本を受信しを同じ放送内容であることを確認した。

種類 型番 半導体 構造 用途 感度 選択度 忠実度 総合
ダイオード １Ｎ６０ Ｇｅ 点接触型 検波 5 5 5 5

１Ｓ３４ Ｇｅ 点接触型 検波 5 5 5 5
１Ｓ１５８８ Ｓｉ エピタキシャル・プレーナ形 汎用スイッチング 4 5 4 4
１ＳＳ２７０Ａ Ｓｉ エピタキシャル・プレーナ形 スイッチング（１Ｓ１５８８代替品） 4 5 4 4
Ｖ０６Ｃ Ｓｉ 拡散接合形ガラスモールド構造 一般電源整流用 1 1 1 1

ＬＥＤ ＴＬＮ１０３Ａ ＧaＡｓ ？ 赤外発光 3 4 3 3
不明（赤） ＧaＡｓ？ ？ 赤色発光 3 4 3 3
不明（緑） ？ ？ 緑色発光 2 4 2 3

トランジスタ ２ＳＡ５２５ Ｇｅ(PNP) 合金接合形? 高周波増幅　(参考　hfe:100) 4.5 5 4.5 4.5
２ＳＢ１７１ Ｇｅ(PNP) 合金接合形? 低周波増幅　(参考　hfe:50) 4.5 4 5 4.5

フォトトランジスタ ＴＰＳ６０１ Ｓｉ(NPN) エピタキシャル・プレーナ形 赤外受光 4.5 4 4 4
ＴＴＬ－ＩＣ ＳＮ７４ＬＳ０４Ｎ Ｓｉ ＴＴＬ回路 TTL/反転回路（５Ｖ系） 2 4 3 3

ＳＮ７４００Ｎ Ｓｉ ＴＴＬ回路 TTL/ＮＡＮＤ回路（５Ｖ系）

各種半導体素子による検波実験　　（受信ラジオは１．５Ｌペットボトルラジオを使用）　（表２） ←-　　５段階の感覚評価　　-→

受信できず＝評価外



③ Ｖ０６Ｃは検波したが、程度の極悪いスロープ検波のような、「音になっているような、なってい

ないような、、、ヴォアン、ヴォアン」的な音に聞こえる。どこでチュウニングがとれるか難しく、

検波信号の音と同時にセンター周波数が動いてしまっているような印象。使い物にはならな

い。たぶん拡散接合形の構造からそのような状況になっているのではないか？ 

④ ＬＥＤは同じ規格のもので評価していないので、なんとも考察できないが、感度はシリコンダイ

オードより落ちるが、ホットスポットでは検波できた。感度の順番は赤外＞赤＞緑。音質等の

忠実度としては１Ｓ１５８８と１ＳＳ２７０Ａグループの音を少し歪ませた感じ。これは順方向電良

流れ出しの順方向電圧（ＶＦ）がシリコンダイオードよりさらに高い電圧であるために、検波の

立ち上がりが悪く、歪んだ音になってしまうのか？ 

⑤ ２ＳＡ５２５，２ＳＢ１７１ともＧｅのＰＮＰトランジスタで、テストではベース・コレクタをショートさせ

ＰＮジャンクションのダイオードとして接続し評価した。結果的には１Ｎ６０，１Ｓ３４に最も近い

性能となっているが感度は若干劣る。面白いことに、高周波用の２ＳＡはチューニングがクリ

チカルなのに対し、２ＳＢはブロードな感じ。忠実度評価の音質は２ＳＡは硬い音で、２ＳＢは

音域が広い感じ。これは、高周波用、低周波用の構造上からの差か？ 

⑥ ＴＰＳ６０１は赤外特性のフォトトランジスタで光を受けることでコレクタ→エミッタ電流が流れる

構造だが、屋外でのテストのせいか十分な光で受光し感度も２ＳＡ５２５，２ＳＢ１７１同等の感

度を得た。総合評価でも“４”であり、面白い使い方が出来そう。 

⑦ ＴＴＬ－ＩＣではＳＮ７４ＬＳ０４Ｎで検波が出来、総合評価でもＬＥＤと近似レベルと評価した。ＤＩ

Ｐ１４ピンの１番ピンを入力、２番ピンを出力としてその２つだけを使用。もちろんＶＣＣやＧＮＤ

は未接続。ＳＮ７４ＬＳ０４Ｎは単純な反転回路（インバーター）で、回路的にもＴＴＬはゲートの

入力電圧が約１．４Ｖを境に変化することから、今回のホットスポットでも数個のＴＲと２つ程度

のダイオードから回路形成されているので、どうにか検波ができたのではないかと思われる。

ただし、ＳＮ７４００（２入力ＮＡＮＤ）では１，２番ピンをショートさせ入力とし、３番ピンを出力し

接続させた。論理的にはＳＮ７４ＬＳ０４と同じにしたが、全く検波できなかった。回路上の素子

が増えたことにより電流が流れなかったのではないかと考える。 

 

※６月２６日中野でのテストの後、当日秋葉原へ立ち寄り高橋隊長よりテスト用にロシア製高感度

ダイオードＤ３１１と２ＳＡ１０３をＱＳＹいただきましたが、今回の同一条件化では評価できなかった

ため、本評価には含めていません。なお、自宅８ｍロングワイヤーでニッポン放送（約-30dbm）の

環境ではＤ３１１は感度でＧＯＯＤ、音質もよい（直線性がいい？）のを確認。２ＳＡ１０３は２ＳＡ５２

５と同等と評価できました。 

 

４． 今後の課題（私にとっては大きな課題） 

受信した時の感度（音量）、忠実度（音質）の感覚評価はできましたが、各素子の静特性はメーカ

ー資料や実験された方々の貴重なデータから知り得ることはできますが、動的な検波出力特性を

何らかの形で定常的なデータにしたいと思っているのですが、これがなかなか難しいということが



わかってきました。いままでの経過から-10,-20,-30dbm 相当の場合の定常的な検波データが欲し

いところです。 

 

＜６月２７，２８日の試行内容・記録メモ＞ 

１）実験のための疑似信号の確保 

① ＶＮＷＡ３でのＳＧ機能は出力弱く、また変調もかけられず、使用不可。 

② トーン信号でＭＯＤできるＤＩＰメーター（ＴＲＩＯ ＤＭ－８００）で、-10,-20,-30dbm相当程度の

信号は確保できる。 

２）測定方法の難題 

③検波電流が１μＡ以下の領域では、商用電源からの誘導ノイズや、測定している部屋内のノイ

ズ？で何が真の信号かがよく分からない状況となっており、定常的なデータはとれていない。 

具体的には 

・測定素子の出力側を、ＯＰアンプでＩＶ変換 

・検波出力に低抵抗挿入し、ボルテージフロア＋高倍率なアンプで両端電圧を測定 

これらはＯＰアンプ回路からの回り込み誘導ノイズ（商用電源？）がある。ＯＰアンプ回路をブ

レッドボード＋乾電池にしても同じ状況となる。ブレッドボードの位置をかえただけでも誘導信

号に変化がでる。 

・オシロを接続しようものなら、これも商用電源からの誘導信号が入る。 

３）新たな課題発見 

素子を変えると、同調点がずれることがありそう。 

ＰＮジャンクションの構造上からくる、容量的・誘導的な変化により、同調点が微妙に変化する

のではないかと思われ、定常的データを取る場合にどのように定義をしておけばいいか？チュ

ーニングし最良点を探りデータをとればいいか？ 

 

今後の課題は私にとっては大変大きな課題となりました。 

 

以上 
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